






1・ 2・ 5T全景 (東から) 1・ 2・ 5T全景 (南東から)

2T北壁断面 (南から) 2T KS-378検出状況 (東から)

3T全景 (南東から) 3T土塁積み土断面 (南東から)

劃饉握錢錢鍾
4・ 6T全」:衰 (F笥から) 6T西壁断面 (東から)
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4T西壁断面 (東から) 石組側溝検出状況 (東から)

4T段丘礫層検出状況 (東から) 2T豆甕 (No 7)出 土状況

2T青磁皿 (No5)出土状況 4T染付変形鉢 (No 3)出 土状況

作業風景 (東から) 現地説明会風景 (東から)
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10点出土した。このうち、埋没堀跡の落ち際より並んで出土した鉄製品 2点を図示した (第45図 1,2)。 第45図

1は輪状の製品で、平面形は図の左側が大きく膨らむ楕円形を呈する。全長285mm、 幅163mmで重量は7098で ある。

片側部分では断面16× 8mmの素材が 2本組合され、段を成す形となっている。第45図 2は断面鍋×16mmの棒状の

製品である。全長371mmで全体がやや「く」の字に折れ曲がった状態である。破損は無く、右端には柄状の造り出

しが見られる。また左端部には約 4mm角の孔が見られる。左半部には木質の残存が両面でみられる事から、木材を

組合せた製品であつた可能性が高い。この 2点については用途、年代共に不明であるが、出土層及び地点から判断

して堀跡が埋没する前後に廃棄されたものと考えられる。

(2)陶磁器類 (第25表 )

多くは、表土や近代以降の盛土からの出土である。第 2・ 4・ 5ト レンチにおいて比較的まとまった量の出土が

見られた。

①陶器

25点出土した。第 2ト レンチKS-379よ り出土した大堀相馬の豆甕 1点を図示した (第奄図 3)。 器高箭mmの灰釉

の甕である。この他、大堀相馬の碗や仏飯具、肥前の碗、岸のすり鉢などが出土した。17～18世紀代の遺物が比較

的多い。

②磁器 第25表 出上金属品数量表

4.出 土遺物

遺物のほとんどが埋没堀跡の調査箇所から出土している。

金属製品が少なく、瓦の出土が多い。陶磁器は、撹乱や近代

以降の盛土から多く出土しているが、近世期に属するものも

一定量出土している。遺物の出土点数については、遺構・層

位別の数量表を作成した (第斃～%表 )。

(1)金属製品 (第別表 )

41点出土した。 6点を図示した。第墾図 4は、

石組側溝縁石の直上に堆積した旧表土層より出土

した肥前産の染付変形鉢である。年代は18世紀以

降を考えられる。同 5も同様に旧表土層より出土

した肥前の染付である。年代は18世紀である。

産地別では肥前が33点 と80%を 占める。うち碗・

皿が10点 。14点 と最も多く、次いで鉢や瓶類が若

千出土した。年代的には、ほとんどが17世紀中頃

から18世紀代の範囲に含まれるが、若千19世紀代

のものも見られる。肥前に次いで多いのは瀬戸美

濃で、4点出土した。碗・皿が 2点ずつで、いず

れも幕末から明治にかけての遺物である。この他、

第24表  出上金属品数量表

トレンチ 遺構・層位
鉄製品

銅製品 計
鉄何 その他

加 [

Ⅱ 2

1

3T I 1 1 2

4T Ⅱ 1 1

計 5 2

トレンチ 遺構 層位 磁器 陶器 土師質十繋 瓦質土器 計

lT
巨 1 1

Ⅲ a 6

2T

I 2 1

1 2

3 1

IVa 2

「Tc

WIc 1 J

KS-377 9 1 1

KS-379 〕

3T
2

撹乱 1 〕

4T

I 2

2 3

〕 1

1 J

表採 J 1

撹乱 1 2

I 9 1

6T
1

撹乱 1 1

計 41 8

波佐見と中国の可能性がある磁器が1点ずつ出土した。いずれも小片のため器種は不明である。年代は両者とも17

世紀である。

③土師質・瓦質土器

土師質土器は19点出土した。第5ト レンチ以外全てのトレンチで出土している。ほとんどが、表土層や近代以降

の盛土層中からの出土である。いずれも小片のため、日径、底径の復元は困難である。

瓦質土器は 2点出土した。いずれも小片のため、器形の復元は困難である。
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(3)瓦 (第26表 )

瓦は総計938点出土し、このうち丸瓦が198点、平瓦力鴻80点で併せて全体の94%を 占める。また、瓦全体の出土地

別では、撹乱や近代以降の盛土層 。遺構から出土したものが圧倒的に多い。瓦当文様のわかる軒平瓦・軒平瓦や駒

巴瓦・輪違いなどを図示した。また、撹乱からの出土であるが第 4ト レンチより検出された航瓦の破片が注目され

る。

①軒丸瓦 6点出土した。瓦当文様の判別可能なものは4点あり、三引両文 2点 (第47図 10)、 三巴文 2点である。

この他、接合部のみの資料が 2点出土した。

②軒平瓦 8点出土した。瓦当文様の判別可能なものは4点あり、桔梗文 1点 (第47図 11)、 無文 3点 (第47図 12)

である。この他、接合部のみの資料が 3点出土した。

③軒桟瓦 1点出土した。瓦当文様の判別は困難である。

④棟瓦 主に棟に使用される瓦を棟瓦と総称する。 9点出土した。英斗瓦 2点、輪違い2点 じ契7図 14)、 冠伏間瓦
1点、面戸瓦4点が出土した。

⑤飾り瓦 鯨瓦が 1点出土した。長さ4cm程度の小片であるが、特徴的な鱗の表現が見られることから鯨瓦の一部

と推定される (第47図 15)。 石組側溝が検出された第4ト レンチの撹乱より出土した。

⑥塀瓦 6点出土した。

⑦駒瓦 4点出土した。このうち駒巴瓦は2点出土した。第47図 13に図示した駒巴瓦は、ちようど中軸線にそって

破損しており、製作の過程で接合する際に施された櫛描きが観察される。

③その他 この他、種別不明の瓦が 5点出土した。

第26表 出土瓦数量表
トレンチ 遺構・層位 丸瓦 平瓦 桟瓦 軒丸瓦 軒平瓦 軒桟瓦 更斗瓦 塀 五 駒瓦 駒巴瓦 輪違し 面戸瓦 蛎瓦 冠伏間瓦 その他 計

lT I 1 1 1 t

,2 2 1

5

Ⅲ c 1 1

Pザ a 8 ゆ

″ I 1( 3 I

lC 1 l‐

15 1 1 1

IVa 1 1

WIa 2 5

WIc 8

撹乱 3

KS-377
"

1 1

3T I 2

1

撹乱 〕 15

I 3ι 1 1 〕 11

Ⅱ 1( 51 1 1

Ⅲ a 1

Ⅷ 1

携 乱 1 37 J t 1

ST I 1 1

6T 表採 11

撹乱 2 2 2 1

計 68( 2C 8 1



金属製品 (縮尺 1/4)

〇

呂曰

第45図  出上遺物写真・実測図 1
第27表 出土遺物註記表 1

番号 種類 遺物番号 区 選構・層位
法量 (hm 宜)

備考
長 幅 厚 重曇

I 鉄製品 8 2T Ⅱ層 2850 7090

鉄製品 9 2T 江層 360 2400
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陶磁器 (縮尺  1/3)
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第46図  出土遺物写真・実測図

第28表 出土遺物註記表 2

蛾
離
―
■%

番号 種類 遭物番号 区 遭構 厨位 器樋
法量 (mm・ Q)

備考
口径 底径 器高 重量

3 陶器 7 π KS 379・ 1層 豆裂 310 大堀相馬 灰釉 19c
磁器 3 4T Ⅲa層 上面 鉢 1120 590 把前 染利 18c以降 雨降 り文 変形鉢 (五角形?)見込山水

5 磁器 4T lllb層 上面 鉢額 (150) ヱ削 染付 18c 蛇ノロ高台

6 磁 器 2T KS 377・ 1層 腕 肥前 染付  17c末 ～ 18c前 半か ? 梅樹文 高台内 「大明年製」 ?銘
7 磁器 173 2T KS 377 1層 硫 1100 i積戸美濃 染付 19c以降 口錆 波・青置文 高台内 「広山J銘
8 磁器 EIa層 480 390 1203 把前 染付 口c中 頃 波頭文 見込鳥文 外画釉ムラ
9 磁 器 lT I層 皿 (210) 巴前 染付  17c中 頃 高台畳付に砂 外而釉ムラ
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瓦 (縮尺  η/6)
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線刻部分拡大

第47図  出土遺物写真・実測図 3

第29表 出土遠物註記表 3

番号 種類 遺物番号 トレンチ 遺構・電位 文様
法量 (mm・ R)

備 考
瓦当径 面 当厚 文様区径 周縁幅 周縁高 重量

4T丸瓦 表挟 三引両 17 5 632

瓦当高 瓦当厚 文様区高 文様区幅 周縁幅 脇区幅 範昆

11 軒平瓦 I ] (")

瓦当高 瓦当厚 重量

12 軒平瓦 2 コ 無文 16

長 幅 最大厚 高 重景

13 駒巴瓦 67 2 Ⅲ a (51) 64 1040 lr穴 1 円形 径 13mm
長 広端幅 狭端幅 厚 重塁

輪違 , 33 5 I 391 前面に刻印「一 J

長 幅 厚 重量

16 銃瓦 69 4 撹舌し (31) 27 鱗部分
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5 絵 図・地 図か らみた堀の変遷

今回調査を行った堀跡の位置や規模・平面形等について時期的な変遷を明らかにするため、藩政期より近代に至

る絵図・地図の比較を行つた。その結果、大きく4段階の変遷を確認することが出来た。以下にその概要を記す。

I 正保 2年 [硲Ъ]の奥州仙台城絵図 (以下、正保絵図)に描かれた段階である。この絵図は仙台城を描いた現

存する最古のものであり、これ以前については堀の形状等を知ることが出来ない。堀は東西方向に長く、その西辺

は、北側に隣接する堀 (現長沼)西辺の延長線に一致する。堀の規模については、「長 二十間、日 八間、深 二

間Jの記載がある。平面形は、東西両端にかざ状の曲がりがあり、北側に開く「コ」の字形を呈する。

Ⅱ 寛文 4年 [1664]の 仙台城城下絵図 (以下、寛文絵図)か ら延宝 6～ 8年 [1678～ 1680]の仙台城下大絵図の

製作以前に描かれた段階である。堀の位置が全体に東へ移動し、東端の北へ延びる曲がりがより長く表現される。

また、堀の南北幅も正保絵図に比べ狭く描かれている。

Ⅲ 天和 2年 [1682]の 奥州仙台城井城下絵図から明治13年 [1880]の 宮城県仙台全図までに描かれた段階である。

北側の堀 (現長沼)の東西幅が狭くなり、それに合わせて寛文絵図で見られた東西方向のずれが見られなくなる。

東端の北へ延びる曲がりはより長くなり、この入り角部分には土塁が描かれる。また、堀の西端にも土塁の表現

が見られる。

Ⅳ 明治13年 [1880]以 降、明治%年 [1898]の仙台市全図では堀の東半が埋没し、平面形が円形となる。次いで

明治38年 [1905]頃 の地形図では堀の表現が無くなっていることから、この頃までには完全に埋没したものと考え

られる。

今回実施した堀明の調査は、上記の変遷を考古学的に検証する事が主要な目的の一つであった。来年度以降の継

続的な調査により全体像を解明してゆく必要がある。

6.ま とめ
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①奥州仙台城絵図 (正保 2・ 3年 [1645・ 46])(財 )齋藤報恩会蔵
②仙台城下絵図 (寛文4年 [1664])宮城県図書館蔵
③奥州仙台城井城下絵図 (天和 2年 [1682])宮城県図書館蔵

④悟墓区及近傍村落之図
⑤仙台市全図 (明治26年
⑥仙台市地形図 (明治38

地図からみた堀の変遷

(明治 15年 [1882])
[1893])

年 [1905]頃 )

1隷
li

第 48図 絵図



第13次調査では、以下①～⑥の成果が得られた。

①埋没堀跡の調査では、第2ト レンテにおいて北岸の一部を検出した。また、西岸及び南岸の検出を目的とした第

1ト レンテ及び第5ト レンチでは、堀跡のプランを検出するには至らなかった。このことから、堀跡の南北幅は20m

以上になると推定される。

②第2ト レンチにおいて、堀跡の上端ラインに沿って暗渠状遺構 (邸‐378)を検出した。

③巽門跡東脇土塁裾部の調査では、第 4ト レンチにおいて石組側溝を良好な状態で検出した。また、これにより上

塁裾部に見られる石列が、石組側濤縁石の片側である事が明らかとなった。

④石組側溝のレベルと当時の路面の高さは同じと考えられる事から、土塁南側の登城路は最大で1.5m程削平されて

いる事が明らかとなった。

⑤第3ト レンチにおける土塁の調査では、版築状の土塁積み土を確認した。層厚は約3.5mである9また積み土の直

下で土塁構築以前の旧表土 (Ⅳ層)力S確認された。

⑥遺物としては、鉄製品・陶器。磁器・土師質土器・瓦など拘ゞ出土した。
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Ⅵ 第14次調査

1.調査の経過

1 調査の経緯

第14次調査として広瀬川護岸石垣 (大橋北側・南側)と中門北

側石垣の 3箇所について石垣測量を実施した。作業は平成17年 12

月上旬に清掃を行い、翌年 1月 中旬に写真撮影を行った。また、

広瀬川護岸石垣 (大橋南側)については、その後調査範囲を追加

し平成18年 3月 中旬に清掃を行い、写真掃影を行った。なお、測

量図については来年度以降掲載する事とする。

2.測量結果の概要

①広瀬川護岸石垣 (大橋北側)

大橋の北約190mの地点で、広瀬川右岸より石材が数石程並んで確認された事から、大橋南側護岸石垣との関連性を

考慮し調査を行った。段数・勾配については不明である。

②広瀬川護岸石垣 (大橋南側)

15年度の 9次調査 。16年度の11次調

査で測量した範囲の南側70mを延長し

て測量した。その後、更に80m分を延

長し写真撮影を実施した。石垣の高さ

は2.4～ 3.9m、 勾配は76° ～82° である。

測量範囲の北側約10mの 部分は、矢穴

の残る比較的大型の割石を横置きに積

む傾向があり、詰石も認められる。こ

の部分の勾配は約76°である。残りの南

側部分は、自然石を主体とし割石は稀

である。矢穴のある石材も、この範囲

についてはほとんど確認されなかっ

た。

③中門北側石垣

4面の石垣について測量を行った。

総延長は38,7mで ある。石垣は切石の

整層積みで、高さは最大3.8mで、勾配

は78°～82° である。出角は算木積みで、

江戸切りが認められる。また築石の一

部には簾状のノミ痕跡が確認された。

現在露出している石材の最下部にコ

ンクリー トが見える事から、後世の積

み直しを受けていると考えられる。

第49図  広瀬川護岸石垣 (大橋南側)全景 (東から)



広瀬川護岸石垣 (大橋南側)(南東から) 広瀬川護岸石垣 (大橋南恨1)

広瀬川護岸石垣 (大橋南側)(東から) 広瀬川護岸石垣 (大橋南恨1)刻 E口・矢穴のある石材

広瀬川護岸石垣 (大橋北側)(北から) 広瀬川護岸石垣 (大橋北狽1)(北から)

中門北側石垣 (南から) 中門北側石垣 (北西から)
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Ⅶ まとめ
本年度は仙台城跡遺構確認調査の第 1次 5ヵ 年計画の 5年目であり、本丸大広間跡周辺の遺構確認調査 (第 12次 )、

三の丸巽門跡周辺の遺構確認調査 (第 13次 )、 中門及び広瀬川護岸の石垣測量調査 (第 14次)を行った。

本丸大広間跡のこれまでの調査では、大広間の位置や規模、柱間が 6尺 5寸 を基準としている事などを確認して

きた。また、昨年度の第10次調査では、大広間車寄付近から御成門付近へ延びる石敷き溝状遺構を検出し、通路の

可能性が指摘された。また、御成門跡の調査では現存する礎石が門の北東角部にあたる事をほぼ確定した。さらに、

大広問跡西側の柱穴列が北側に延長しない事を確認し、新たに東西に延びる柱穴列を検出した。このような大広間

跡西側周辺における遺構の解明を受け、第12次調査では大広間跡北側、北東側周辺を主な対象とした。

大広間跡北側周辺は、寛文 4年 [1664]製作の『仙台城下絵図』等に描かれた能舞台の推定地であり、関連遺構

の確認を目的とし実施した。その結果、大広間雨落ち溝跡の北 3mで大広間跡に先行し、石敷きを伴う礎石建物跡

を 1棟検出した。礎石は 4石がL字形に並び、東西の軸線は大広間跡東西軸線より北へ20°振れる。礎石の柱間は西

から1,48m。 ■48m。 1.53mで ある。建物跡の全体形状、規模が不明である点や建物跡が大広間跡に先行する事実か

ら、能舞台との関連性を指摘するには至らなかった。この建物跡の評価は、今後大広間跡に先行する遺構の有無を

明らかにし、周辺遺構全体との位置関係や規模を解明してゆく中で行っていくべき課題である。大広間跡について

も、雨落ち溝跡が改修を受け、それに伴い新たに暗渠状遺構が取り付くなど遺構の変遷が明らかになった。また、

大広間跡内部の整地層中には、より古い遺構面が埋没している可能性があり、今後、整地層がより厚く堆積する大

広間跡北東角、東側周辺での調査が重要になるものと考えられる。より古い遺構面の確認は、大広間の建替えの可

能性や先の礎石建物跡の評価にも関わる重要課題であり、今後の調査における一つの方向性を示すものである。ま

た、土壌サンプルの理化学分析は、遺構の性格解明を目的とした一つの試みであり、今後もデータを蓄積していく

必要がある。昨年度に続き実施した放射性炭素年代測定の結果については、可能性の一つと捉え今後十分に検討し

ていきたいと考えている。

第13次調査では、埋没堀跡及び土塁裾部の調査を実施した。埋没堀跡の調査では、第 2ト レンチより北岸の一部

を検出した。また上端ラインに沿って北西から南東方向に延びる暗渠状の石列を検出した。堀跡の西岸、南岸の検

出を目的とした第 1・ 5ト レンチでは堀跡を検出するに至らず、これにより堀の南北幅は20m以上になることが確

認された。今回の調査成果を元に、来年度以降堀跡の全容解明を目指して継続的に調査を進めていく予定である。

また、土塁裾部の調査では、特に第 4ト レンチにおいて巽門跡から長沼へと続く石組側溝を良好な状態で検出した。

これにより、現存する石列が石組側溝の一部である事が確認され、土塁南側の登城路は最大で1.5m程 の削平を受け

ていることが明らかになった。土塁については、第 3ト レンチの断面観察により厚さ約3.5mの版築状の積み土を確

認した。近年、巽門から清水門に抜けるルー トを築城期の大手筋とする議論があり、仙台城跡の解明にとって、第

13次調査の実施は大きな意味を持つものである。

第14次調査として、石垣測量調査は 3箇所で実施した。城内各所には多くの石垣が残されており、その観察によっ

て仙台城跡における石積み技法の変遷を解明し得ると考えられる。

平成15年 8月 の国史跡指定を受け、仙台城を史跡として整備していくため昨年 3月 仙台城跡整備基本計画を策定

した。発掘調査をはじめとする各種調査は、その基礎となるものである。仙台城跡全体の解明のため、今後とも計

画的に調査を進めていきたいと考えている。
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